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第11報　播種期の差異によるムギの生育解析
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1　緒　　　　　言

東北地域においては土地の高度利用や輪作体系の確立の

ため．冬作物としてのムギの播種期を変えた場合の生態反

応や収量性の変動を明らかにすることが必要である。作期

に鞠する一連の研究の中で，好天に恵まれ，生育が噸詞で

あった昭和56年度の試験結果について報告する。

2　試　験　方　法

（日　品種：ホロシリコムギ（北海道．秋播性Ⅵ），キ

タカミコムギ（東北，岡Ⅳ～Ⅴ），農林61号（関東以西，

同□），ミユキオオムギ（東北，同Ⅳ）合計4品種

（2）播種期：昭和56年8月17日，9月8日，9月18日，

10月1日，10月15日，11月15日の合計6回

（3）播種過：戒当り150粒（発芽予定）

（4）試験区及び配列：1区6戚（畦長3滋，畦幅66の，
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播幅12虎，3畦），2回反復の任意配列法

（5）施肥蛍：基肥はN：P205：R20＝0．6：0．43：

0．6吻／乙．石灰を10吻／八，推肥を100吻カ，追肥はNO．3

吻／も

3　試験結果及び考察

越冬前及び越冬後の生育室を表1に，成熟期における諸

形質の調査結果を図1に示した。

（り：越冬前の生育量

越冬前の葉数．草丈及び茎数は播種期による差が大きく，

播種期が早いほど値が大きい。品種間では．秋播性が低い

品種ほど草丈は大きく，茎数は少ない。この傾向は播種期

が早いほど顕著である。

（2）越冬後の生育蔓

最終生育量と越冬前生育壷の差を越冬後生育星として検

討する。
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図1播種期と生育塁及び収立との関係
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1）葉数と出培期：　越冬後の筆数の増加量は．9～

10月播きでは7．7～9．1枚で．越冬前の増加量に比べればそ

の差は小さい。また，遅播きで約1枚多く，出播期は2～

5日遅れる。品種別にみると，ホロシリコムギはキタカミ

コムギよりも約0．5枚．農林61号よりも約1．3枚多く．出穂

期の遅れはそれぞれ6日，13日である。

2）草丈：越冬後の各品種の草丈の増加量はほほ一

定し．播種親による差は小さい（ただし，早播の場合は肥

料切れや寒害からやや短い）。したがって播種期による最

終草丈の差は越冬前の草丈の差によるものと考えられる。

3）茎数：茎数の増加量は播種期によって異なり，

8月播きでは越冬前より減少する。9～11月播きでは越冬

蓑1　生育調査

前より増加するが，その増加量は早播きはど多い。品種間

では，秋播性の低い品種は茎数増加量が少ない。

一般に早播きはど葵数及び茎数が増加するが，8月播き

は年内に最高分げっ期を迎えるので分げっが制限され，最

高分げっ数が減少したと患われる。

（＄）収穫期における詰形質

1）有効茎歩合．子実重／地上部重及び千粒重

有効茎歩合，子実重／地上部重及び千粒重は播種期が遅

れるほど値が大きい。このことは表1の最終葉数，最終草

丈及び最高茎数と逆の関係であり．播種親の遅れにより生

育量や分げっ数が減少したためと考えられる。品種間では

秋播性の低い農林61号の有効茎歩合が著しく高い。

鳳

播

種 品　 種

越 冬 前 （ 1 1月 25 日 ）生 育 量
最 終 葉 数 最 終 草 丈 最 高 茎 数

最　 高

分 げ っ 期
出 徳 期 成 熟 期

葉 数

（枚 ）

草 丈

（（Ⅶ ）

茎 数

（本 ／ 撼 ）期 （枚 ） （創り （本 ／ 撼 ） （月 日 ） （月 日 ） （月 日 ）

1 8 ′1 7

ホ ロ シ リ 1 2 ．1 4 0 ．0 1．0 8 5 13 以 上 1，0 7 3 1 1．10 5 ．2 7 7 ． 9

キ タ カ ミ 1 2 ．8 4 6 ．4 9 2 0 14 以 上 7 8 0 1 1．10 5 ．2 1 7 ． 6

6 ．14

農　 林 6 1 11 ．8 7 0 ．1 4 0 0 1 1．7 4 13 10 ．23 －

ミ　 ユ　 キ 12 ．8 3 9 ．6 14 以 上 1，0 10 11 ．10 5 ．12

2 9 ／8

ホ ロ シ リ 8 ．3 2 4 ．0 77 3 16 ．5 10 2 ．4 1 ．8 5 5 4 ． 8 5 ．2 6 7．10

キ タ カ ミ 9 ，3 3 3 ．2 6 55 16 ．9 9 9 ．1 1 ．15 8 4 ． 8 5 ．2 0 7． 8

農　 林 6 1 8 ．4 4 2 ．9 3 73 9 以 上 56 ．3 4 3 3 11 ．10 5．16 －

ミ　 ユ　 キ 8 ．7 3 4 ．3 4 4 5 16 ．4 70 ．0 1 ，0 9 0 4 ． 8 5．10 6 ．柑

3 9 ′18

ホ ロ シ リ 7 ．2 18 ．1 4 1 5 15 ．1 10 2．4 1 ，4 28 4 ． 8 5．2 6 7 ．10

キ タ カ ミ 7 ．5 2 3 ．8 3 5 8 1 5．2 1 0 1．4 9 70 4 ．1 1 5．2 1 7 ． 8

農　 林 6 1 6 ．9 2 7 ．1 3 2 0 1 1．0 7 8，9 5 50 4 ．2 2 5 ．14 7 ． 4

ミ　 ユ　 キ 7 ．3 22 ．9 3 0 5 1 5．5 7 7．2 9 90 4 ．1 5 5 ．1 1 8 ．1 9

4 10 ／1

ホ ロ シ リ 4 ．2 13 ．4 1 0 3 1 3．3 9 3 ．5 8 70 4 ．2 3 5 ．28 7 ．11

キ タ カ ミ 5．2 13 ．7 1 1 8 13 ．6 8 7 ．2 5 93 4 ．1 9 5 ．20 7 ． 9

農　 林 6 1 4 ．6 1 5．0 11 0 （9．0 ） 7 7 ．8 4 8 5 4 ．2 2 5 ．16 7 ． 4

ミ　 ュ　 キ 4 ．7 1 5．0 12 5 1 2．5 7 0 ．8 6 8 3 4 ．2 3 5 ．1 1 8 ．19

5 1 0／1 5

ホ ロ シ リ 2 ．0 8 ．8 2 5 11 ．0 8 6 ．6 3 3 8 5 ．11 5 ．3 1 7 ．1 3

キ タ カ ミ 2 ．1 7．7 2 5 10 ．8 8 1 ．0 2 9 0 4 ．2 2 5 ．2 5 7 ．1 1

農　 林 6 1 2 ．1 10 ．0 2 5 9 ．8 7 2 ．3 2 6 3 4 ．2 2 5 ．18 7 ． 7

ミ　 ユ　 キ － － － 5 ．13 6 ．2 8

6 1 1／15

ホ ロ シ リ 0 0 0 8 ．8 7 8 ．4 4 1 8 6 ． 9 6 ． 4 7 ．16

キ タ カ ミ 0 0 0 8 ．0 7 3 ．6 16 0 6 ． 9 5 ．3 1 7 ．13

農　 林 6 1 0 0 0 7 ．2 5 7 ．3 17 3 5，2 7 5 ．2 7 7 ．12

ミ　 ユ　 キ 0 0 0 － ー ー － 5 ．2 7 7 ． 5

2）梓長，地上部重，穂数及び子実重

梓長と穂数は9月8日．18日播きで，地上部重と子実重

は9月18日と10月1日播きで値が最も大きい。この播種期

による変動は．葉数，草丈及び茎数の変動と，これと逆の

関係にある有効茎歩合．子実重／地上部重及び干粒重の変

動とが総合されたものである。その結果，両者のバランス

のとれた中間の播種期で子実重の値が最も高くなったと考

えられる。なお8月播きは，過繁茂．肥料切れ．幼樺の早

期形成等により分げっ数が減少し，更に越冬率の低下と橙

揃不良のために梓長．地上部重．穂数及び子実重が低下し

たと患われる。機長と－棒拉致も播種期による差は小さいが，

中間の播種期で最大となった。農林61号は10月1日播きで

各形質が最高値を示したが，これは本年度は暖冬年（積雪

期間70日）であったためで，積雪期間が90日を越えた前年

度では10月下旬以降の播種期で最高値となった。

4　摘　　　　　要

（1）越冬前の葉数，草丈及び茎数は播種期が早いほど大

きい。一万，越冬後の増加量は，茎数では越冬前と同様に

播種期が早いほど大きいが，葉数と草丈では越冬前に比べ

播種期による差は小さい。したがって．播種期による最終

章数や最終草丈の差は主として越冬前の差による。

ほ）越冬後の葉数増加量は．品種．播種期によって異な

り，この差が出穂期の差をもたらしたと考えられる。

13）乗数，草丈及び茎数は播種期が早いほど値は大きい

が．有効茎歩合，子笑壷／地上部重及び千粒重等は播種朋

が遅いほど値が大きい。これらのバランスのとれた中間の

播種期で穂長，槙数及び子実重は最大値を示す。




